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PreludeとOsakaLiteraryReview

藤 田 実

大阪市の南部の阿倍野区に旧制大阪高等学校があった。第2次 大戦後に

新 しい学制が施行 されて新制大学が発足すると,こ れが大阪大学教養部の

南校 といわれ るものになった。昭和29年 の春に,こ の南校での教養課程 を

終えて,阪 急沿線の石橋で降りる豊中キャンパスの文学部に進学 したとき,

英文科の授業科 目には,た しか竹友藻風教授のWordsworth:ThePrelude

演習がふ くまれていたはずである。ただ,こ の演習は一度も行われなかっ

た。竹友先生は,わ れわれ新入生の前には一度 も姿 をあらわされぬまま,

その年の10月 に逝かれたのである。肝腎の主任教授の顔 も知 らぬままでう

ろうろしているわれわれを指導 されたのが,当 時,助 教授でおられた矢本

貞幹先生であったが,ど うした加減か,当 のこの矢本先生が辞任 されると

の噂が流れてきた。これは大変 と,同 級の1君 やH君 とともに,当 時は大

阪市の南東部に住んでおられた矢本先生のお宅にうかがって,辞 意 を撤回

して下 さるようお願いしたのであった。結局,私 どものたよりない姿をあ

われんで(だ ろうと思 う),矢本先生はしば らく大阪大学にとどまって下さ

り,の ちに関西学院大学に移られた。これは大阪大学の英文科学生 として

の,い ささか とまどいをおぼえる序曲であったが,昭 和20年 代 という戦後

の激動期に育 ったものとしては,こ れもいろいろの激動のひとつ と観念し

て受け とめていたのであった。

矢本先生の座談の中で,と きどき先生の口から 「ササヤマ クン」 とい う

名前が もれて くるのが印象的であった。当時はすでにハーバー ド留学から

戻 られた頃か と思 うが,こ の先輩にはじめてお 目にかかったのは,当 時,

大阪大学の英文科の卒業生の有志でつ くってお られた同入雑誌であるPre-

Judeに,昭 和35年 の第4号 の前後から同人として参加させてもらい,例 会の
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ご ときもの に出席 した時であ った 。このPrelude第4号 の時の メンバーに

は,ABC順 に 言 うと,秋 山肇,藤 井 治彦,平 戸喜文,上 山泰,三 浦常司,

奥 田博之,尾 崎 閑堂,坂 本公延,笹 山隆,社 本時子,即 席 水雄,杉 本竜太

郎,山 田玲 子,山 田豊 の各氏に私 自身が名 をつ らね ている。大 阪市 内上本

町 六丁 目近 くの浪速荘(現 在 は浪速会館 と称す る堂 々 とした ビルであ るが,

当 時は焼 け跡 に建 った小 じん ま りと した木 造2階 建 て であ った)が 例会 の

会場 であ っ た。 この例会 での活発 な討論 に,私 は大 いに啓 発 された。英文

学 とい う ものの世 界への本格 的な序曲 を,あ らためて私 は このPreludeの

同 人の集 ま りか ら聞 くこ とが で きたの であった。

このPrelude誌 は 昭 和40年 の 第8号 まで に,桝 田良一,松 平 陽子,森 晴

秀,斉 藤俊雄,梅 垣 清の各氏が加 わ って いた。 私 を含めて,こ れ らPrelude

の比 較 的新 しい 同人は,竹 友先生 のあ とを しば ら くつがれ た加 藤猛夫教授

や,そ の後 をさらに受 けつがれ た村上至 孝教授 の時代 の大学 院の学生 であ

った。 これ らの英文科 の大学院の学生 を主体に,あ らたに英文 学の研究雑

誌 をつ くろ うとい う気運 が生 まれ た。OsakaLiteraryReviewの 第1号 は

昭和37年 の春 の刊 行 とな ってい るが,そ の表紙 には,す で に今 日と同様 に

〈大 阪大 学大学 院英文学談話会 〉 とい う文 字が刷 りこ まれ ていて,英 文科

大学 院の機 関誌 的な性格 がは っき りあ らわれて いる といえ る。 この号に は

斉藤俊雄,藤 井 治彦,渡 辺孔 二,藤 田繁,森 晴秀,梅 垣 清,竹 内孝 治,枡

田良一 の各氏が執 筆者 として並 び,私 もそ こに加 わってい るが,Prelude

の 比 較 的若 い方 の同人 とメンバ ーが重 なってい るこ とが わか る。私 たちの

数人 はす でにPreludeの 編 集 の方 に も首 をつ っ こん でいたか ら,あ らたに

創刊 の/'/LiteraryReviewも,Preludeに な らって,印 刷 を堺 にあ る

大阪刑務所 に厄介 にな るこ とが 自然に決 ま った。

Preludeは,OsakaLiteraryReviewの 最 近の 同人の人 たちはほ とん どそ

の存在 も知 らな い くらい であ るが,こ の両者 は ある近縁 関係 を もっていた

し,ま たあ る種 の有機 的関連す らあ った。少 な くどもOsakaLiterary

Reviewの 創 刊 時の メ ンバー の中 には,私 をも含め て,そ の よ うに感 じた
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者 が い た といえ る。Preludeは 竹 友 藻 風 先 生 の時代 に,尾 崎 閑堂氏 あ た り

の提唱 で発 足 し,〈Prelude>と い う誌 名は,笹 山隆 氏の発案 にな る もの で

あ った よ うに聞 く。 それ は,創 設 ま もない大 阪大学 の英文科 が何 もか もこ

ブ レリ ュ　 ド

れか らだ とい う意気込み を,こ の 〈序 曲〉 とい う名 前に託 した命名 であ っ

た ようであ る。 だが,後 か ら同人 に加 わ った私 な どは,す でにWords-

worthのThePreludeに っ いてす ぐれ た註 釋の仕事 を遺 され た藻風 先生 の

感化 が,こ の 〈Prelude>と い う誌名に も深 く浸透 し,英 文 学 を通 して文 学

的感性 を深め よ うとす るわか わか しいロマ ンチ シズムの精気が,そ こにみ

な ぎってい るよ うに感 じていた。 しか し,大 阪大学 の英文科の いわ ば第2

代 目にあた る層が新 し く創刊 す るOsakaLiteraryReviewに は,そ ういっ

たロマ ンチ シズムへ の傾 斜 を排 して,そ れ とは対照 的に,よ り主知 的 な,

よ り堅 固な批 評的姿勢 を確立 きせ てゆ こ うとい う考 え方 が,無 意識 の うち

に働 いていた といえ よう。 それが誌名 に も反映 して,〈OsakaLiteraryRe-

view>と い う,主 情 的傾 向 を意 識的に遮断す るような,乾 燥 した名 前 をz

らん だの であ る。私 自身は少 な くともそ う感 じていた。 この誌 名の発案 は

(私 の記憶 に まちが いが なければ)藤 井 治彦氏 であ った。 当時,彼 と森 晴

秀氏,そ れに私 とは,大 阪市 内の淀屋 橋近辺 の静か な コー ヒー ・ハ ウス を

場 所 にして,1.A.RichardsのPrinciplesofLiteraryCriticismな ど の輪 読

会 をして いたか ら,OsakaLiteraryReviewの 命 名 に も,そ ん な こ とが ひ

とつの影響 を与 えて いたか も しれ ない。

OsakaLiteraryReviewの 最 初 期 の 同人 は,こ の ように概 してその まま

Preludeの 同 人 で あ り,後 者 はや が て廃刊 にな るが,し ば らくは この両誌

は併 立 し,少 な くと も私 自身の 中では,こ の二つ の雑誌 はお互 いに重複 し

あ うよ りも,お 互 い に相 手 を補 足 しあ う存在 と感 じられて いた。 もはや 第

20号 の記念 を迎 え る今 日,OsakaLiteraryReviewの 誌 名 か ら,わ ざわ ざ

私 が言 ったよ うな意味 をせ ん さ くして下 さる御苦労 な方 もお られ る とも思

えず,ま た何 よ りも,Preludeと い う雑 誌 が大阪大 学の初期の英文科卒 業

生 の手に よって刊行 され ていた とい う事実 す ら,最 近の世代の方 々には知
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られ るこ とがな くなってい るの で,あ えて,こ の両 誌の結 びつ きを記 して

みた まで で あ る。OsakaLiteraryReviewを 創 刊 して しば ら くしてか ら,

私 は九州大 学 に赴任す ることにな り,福 岡 に住 んで,Preludeと もOsα 肋

LiteraryReviewと も,依 然 と して 同人 で はあ ったが,お のずか ら物理 的

距離が生 まれ,も っぱ ら遠 きにあ りて思 う もの とな って いった。四 ヶ年余

りで再び大 阪に舞 い戻 ったが,こ の遠 くに あって思 う とい う感覚 は,奇 妙

に も未 だ消 え去 らない ままに,こ の二つ は ξれ それ シンボ リックな意味 を

今 日もなお,私 の 中に残 して いるのであ る。


